
災害時における対応および生徒引き渡し計画

１．対応

公共交通機関に何らかの影響があり、また、道路状況等の安全が確認されない場合

は、一旦生徒を学校（または活動場所）に留め置き、安全が確認された後に、保護者

に引き渡します。なお、道路状況等の安全が確認され、自力で下校できる場合は下校

させます。

２．引き渡し計画

(1) 校内での引き渡し ※生徒単独での下校が困難な場合とします。

＜ 学 校 ＞

※生徒の安否情報等については、メール一括

配信や学校のＨＰによって情報発信をいた

します。

※継続的に連絡を取り合う

(2) 校外での引き渡し ※校外で活動中に帰宅が困難となった場合とします。

①保護者と連絡が取れた場合 ②保護者と連絡が取れない場合

※継続的に連絡を取り合う

３．その他

大きな災害発生時（特に直後）には、通信機器等の使用ができないことも考えられ

ます。普段より緊急時の連絡方法など、家庭内でも話し合っておいてください。
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